
トータスキッズ保育園運営規程（園則） 

 

 

（総 則） 

第１条 社会福祉法人幸知会が設置運営するトータスキッズ保育園（以下「保育所」とい

う。）の運営についての重要事項は、法令に定めるもののほか、この規定に定める

ところによる。 

 

（施設の目的） 

第２条 この保育所は、保育を必要とする乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育

を行うことを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第３条 この保育所の運営方針は、次のとおりとする。 

（１） 働きながら子育てを楽しみ、子供と共に親として成長する喜びが実感出来るよう支

援する。 

（２） 子育ての不安や負担を軽減する為、地域や社会全体で子育て家庭を支え支援する。 

 

（提供する保育の内容） 

第４条 この保育所の保育内容は、保育所保育方針によるものとする。 

 

（職 員） 

第５条 この保育所には、次の職員を置く。 

（１） 施設長 １名 

（２） 主任保育士 １名 

（３） 保育士 １名 

（４） 委嘱医 １名 

 

（職務内容） 

第６条 この保育所の職員の職務内容は、次のとおりとする。 

（１） 施設長 

保育所の運営管理全般、職員の指揮監督 

（２） 事務員 

保育所の運営管理に必要な事務処理、契約事務、経理事務 

（３） 主任保育士 

保育士間の業務調整、保育向上のための技術指導、指導計画・特別行事計画の作成

指導、保健衛生に関する計画策定と指導、給食業務の監督 

（４） 保育士 

入所児の保育業務と保護者との連絡調整、遊具の安全点検 

（５） 調理員 

給食調理員業務、献立表の作成整理、炊具食器の整備保管 



（６） 委嘱医 

入所児の健康診断、入所児及び職員の健康相談、園舎の衛生管理に関する助言指導 

 

（開所・閉所日） 

第７条 この保育所の休所日は次のとおりとし、その他は開所日とする。 

（１）土曜日 

（２）日曜日 

（３）国民の祝日 

（４）年末年始 

（５）その他園が必要と認めた日 

 

（開所・閉所時間） 

第８条 この保育所の開所時間は次のとおりとする。 

（１）平日 

午前 7時 30分から午後 6時 30分まで 

 

（保育時間） 

第９条 この保育所の保育時間は次のとおりとする。 

（１）保育時間・平日 

保育標準時間 午前 7時 30分から午後 6時 30分まで 

保育短時間  午前 8時 15分から午後 16時 15分まで 

（保育料） 

第１０条 この保育所の保育料（利用者負担額）は、入所児の居住する市町村が定める額と

し、事業所が徴収する。（ただし、従業員枠の入所児にかかる保育料は、事業所が定める額

とする。）短時間保育に関しての延長保育の保育料は、16：15 分以降、30 分を超えるごと

に 200円とする。 

 

（定 員） 

第１１条 この保育所の定員は５名とし、内訳は次のとおりとする。 

（１）乳児 １名 

（２）満３歳に満たない幼児 ４名 

利用定員を超える従業員枠の利用希望があった場合には、当該年度の上三川町の「地域型保

育事業に係る利用調整基準」に則り選考し、指数の高い順に優先的に入所できるものとする。 

 

（入 所） 

第１２条 この保育所に入所する際は、子ども・子育て支援法の規定により入所児の居住す

る市町村から支給認定及び上三川町で行う利用調整を受けるものとする。 

 

（退 所） 

第１３条 施設長は、次の各号に該当するときは、市町村に報告し、その指示を得て退所さ

せることができる。 

 



（１）保護者が退所を申し出たとき。 

（２）入所児が長期にわたり入院し、退院の見込がないとき。 

（３）その他、入所を継続することが適当でないとき。 

 

（平等な取扱い） 

第１４条 入所児の保育にあたっては、児童福祉法の理念に基づき心身ともに健やかに育成

されるよう努めるとともに、入所児の国籍、信条、社会的身分等によって、差別的取扱いを

しない。 

 

（給 食） 

第１５条 給食は、できる限り変化に富んだ献立とし、入所児の健全な発育に必要な栄養量

を含有するものとする。 

２、給食は、前項の規定によるほか、食品の種類及び調理方法については、栄養並びに入所

児の身体的状況及び嗜好を考慮したものとする。 

３、調理は、あらかじめ作成された献立に従って行う。 

 

（健康管理） 

第１６条 入所児には、入所時の健康診断及び少なくとも１年に２回の定期健康診断を実施

し、その記録を保管しておく。 

２、職員の健康診断は年１回以上、調理員等給食関係者の検便は毎月実施するものとする。

なお、乳児担当保育士にあっても、毎月検便を実施するものとする。 

３、入所時の疾病・傷病等で急を要するときは、緊急に医療機関に搬送し、手当を受けさせ

るとともに、その旨を保護者及び市町村長に速やかに報告する。 

 

（入所児の生活） 

第１７条 この保育所の構造設備は、採光・換気等入所児の保健衛生を考慮したものとし、

危険防止に十分な処置を講じる。 

２、入所児の使用する居室、便所、衣類、寝具、食器等については、常に清潔に保つように

するため、次の事に留意する。 

（１）居室、便所は毎日清掃し、定期的に消毒する。 

（２）食器等は、使用後よく洗い、十分に消毒する。 

 

（保護者との連絡） 

第１８条 この保育所の施設長は、入所児の行動や生活、健康状態等について、常に保護者

との連絡を図り相互の緊密な意思疎通を図るよう努めるものとする。 

 

（地域との交流） 

第１９条 この保育所の施設長は、常に地域との交流に努め、保育所に対する理解と協力を

得ることにより、入所児が社会の一員として健全に育成されるよう努めるものとする。 

 

（緊急時対応） 

第２０条 この保育所の緊急時における対応は、次のとおりとする。 



（１）入所児に急な病状変化があった場合は、直ちに保護者が指定する医療機関に連絡を

取り、保護者にも状況を報告する。 

 

（２）入所児が事故にあった場合は、直ちに救急医療機関に連絡を取り、保護者にも状況

を報告する。 

 

（非常災害対策） 

第２１条 この保育所の施設長は、震災、風水害、火災その他の非常災害に備えるため、計

画的な防災訓練と設備改善を図り、入所児の安全に対して万全を期すものとする。 

２、前項の訓練のうち、避難訓練及び消火訓練については、少なくとも毎月１回行うものと

する。 

 

（虐待防止） 

第２２条 この保育所は、児童虐待防止法の定めるところにより、不適切な養育等が疑われ

る場合には、市町村や児童相談所等関係機関と連携し、適切な対応を図るものとする。 

 

（その他の事項） 

第２３条 この規定に定めるもののほか、保育所の運営に必要な事項は、施設長がその都度

定める。 

 

（改 正） 

第２４条 この規定を改正するときは、理事会の議決を経るものとする。 

 

 

    付 則 

  この規定は、平成 27年 8月 1日から施行する。 


